
【学校教育目標】共に学び，共に生きる喜びをもち，夢と志に向かい未来を拓く児童の育成 

下伊場野小学校が誇る 
学校・家庭・地域が協働した子供の育成スタート！ 

 
木々の新緑がまばゆい、爽やかで、過ごしやすい季節になりました。子供たちが大きな希望を抱
いて始まった新学期も、早いもので１か月が経とうとしています。この１か月間で、学校では「学習
参観・学級懇談会・ＰＴＡ総会」、地域との連携では「学校・地区合同運動会の実行委員会」や「下
伊場野水辺の楽校の総会」が開催され、今年度も子供たちの教育活動が充実したものになるよう
準備が進められました。 
下伊場野小学校が誇る地域と共につくる特色ある教育活動は、保護者の皆様や地域の皆様の
惜しみない協力や支えによって成り立っています。これから行われる様々な教育活動において、子
供たちの成長のために、多くの人が関わってくださっていることに感謝する気持ちを忘れず、最高の
教育環境で学べる幸せをかみ締めながら、令和 8 年度の松山小学校との統合に向けて、教職員
一同、子供たちと共に一生心に残るような思い出をたくさんつくっていきたいと思います。今後も、
保護者の皆様や地域の皆様のお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。 

   ５月の行事予定   ☆ＳC（スクールカウンセラー） 

日 月 火 水 木 金 土 

   
  

  
 

 
 

１ 
委員会活動 
 

２ 北部教研 

一斉研修日 

全校３校時限 

給食なし 

１１：２５下校 

３ 
憲法記念日 

４ 
みどりの日 

５ 
 こどもの日 

６ 
 休日 

７  
田植え（全校） 
※雨天の場合は8日
に延期 

８  
集金袋配付日 
チャレンジ day 
１3：00下校 

９  

集金日 
尿検査 
眼科検診 

１０ 
 

１１ 
ＰＴＡ 
奉仕作業

6:30～ 
１２ １３ 

 
１４ 
 

１５ 
運動会総練習 

１６ 
 

１７  
全校５校時限 
１４：２５下校 

１８ 
運動会 
※雨天の場

合はお休み 

１９  
運動会予備日 
家読の日 

２０ 
振替休業日
(運動会)  
 

２１ 
 

２２ 
 

２３ 
防災タイム 
防犯教室 

２４ 
松山小学校との 
交流学習（６年） 
SC来校 

２５ 

２６ ２７ 
プール清掃 
心肺蘇生法講習会
3・４年１４：００下校 
５・6年１４：４５下校 

２８ 
 

２９ 
クラブ活動 

３０ 
内科検診 
松山小学校との 
交流会（全校） 
 

３１ 
防災タイム 
歯科検診 

 

 

 

 

 

令和６年４月３０日（月） №２ 

大崎市立下伊場野小学校 

校長 曽根 栄喜 

［大崎市松山下伊場野字大柳２２］ 

℡ 55-3161 Fax 55-3164 

下伊場野小学校

学校だより 

 

＜服装＞半袖・短パン・赤白帽子
＜持ち物＞タオル・ビーチサンダル 

雨天の場合は 
体育館で実施 



学習参観＆交通安全教室 
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜６年：算数科＞           ＜交通安全教室＞ 

「線を結んで正方形を見つけよう」  「自転車シミュレーター体験」 

親子で問題に挑戦！見方を変えて   自転車シミュレーターは，自転車の交通ルールとマナーを 

考えてみると良いことに気付きま   分かりやすく伝え、危険予測を高めることを目的とした教 

した。               育機器です。 

お子さんに関する生命の安全，緊急時の連絡先について  

土・日及び祝日専用ダイヤル 

【☎ ０９０－１５１９－８０６５(大崎市教育委員会)】 

(連絡時間帯 ９：００～１７：００) 

・この専用ダイヤルは着信専用です。折り返しの連絡等は，基本的にいたしません。 

・フリーダイヤルではありませんので，別途通話料が掛かります。 

・状況に応じ詳しい事情等を伺うため，休み明けに，学校から電話連絡をさせていただ

くこともあります。 

 

大型連休期間（ゴールデンウイーク）から、夏休み期間にかけて、農業用水路やため池等で
の事故件数が多くなっています。学校でも、子供たちに指導をしておりますが、ご家庭でもお声
掛けをよろしくお願いいたします。 
●農業用水路、ため池の転落事故は、釣り、水遊び等を行っているときに発生 
しています。ため池に近付いたり、遊んだりしないようにお声掛けください。 

●河川水難事故の状況は、海についで 2番目に高く、子供では河川での 
水難者（死者・行方不明者）の発生が最も多い状況です。 
●ゲリラ豪雨などが発生すると、一気に水位が高くなり大変危険です。 

農業用の用水路、ため池等への転落事故における死亡者数は 

毎年 100人以上（子供の死亡者数は毎年 5人程度） 


